
高校生県議会からの意見書提出・採決 

 「過疎地域における Society5.0 時代の医療施策の推進を求める意見書（案）」が、岩国・ 

柳井地域から提案され、全員異議なく、原案のとおり知事に提出することとした。 

 

 

過疎地域における Society5.0 時代の医療施策の推進を求める意見書 

 

 現在、山口県は人口減少に歯止めがかからず、全国的に見ても高齢者人口の占める割合

が高い県となっています。さらに現在は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、

散在する過疎地域では、さまざまなリスクが高まっています。特に高齢者のそれは深刻で

す。たとえば、市の中心から遠隔地に在住する高齢者が、診察のために医療機関を訪れる

ための移動手段の確保が困難なこと、また、医療機関での感染のリスク等、問題は山積し

ています。 

 このように新型コロナウイルス感染症の例を見ても明らかなように、高齢化の進む山口

県においては過疎地域への医療面を中心に対応が急がれる状況におかれています。 

 そこで、私たちは Society5.0 の施策の推進がこれらの課題解決の１つではないかと考え

ています。Society5.0 とは、必要な物・サービスを、必要な人に、必要な時に、必要なだ

け提供し、社会の様々なニーズにきめ細やかに対応し、あらゆる人が質の高いサービスを

受けられ、快適な生活を送れる社会のことです。これを利用することによって病院からの

ネットワークを介してテレビ電話などを用いた遠隔診断や遠隔治療、ドローンでの医薬品、

支援物資の輸送などができるようになると推測できます。これにより、過疎地域の高齢者

の方々の医療機関、医療スタッフの不足などの不安感を少しでも軽減できると考えます。

しかし、山口県の現状は、過疎地域でネットワーク環境の整備が遅れていたり、専門的な

治療が必要な人のところに訪問する医療スタッフ、特に若い世代の医療スタッフが不足し

ています。 

そこで私たちは、高齢化が進む山口県において、高齢者のみなさんの不安を少しでも取

り除くために、過疎地域や医療施設が少ない地域での Society5.0 の実現を目指したネット

ワーク環境の整備、ネットワークを活用しての医療スタッフの対応できるシステムを築く

ことを提案します。 
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